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イ
ザ
ナ
ギ
・
イ
ザ
ナ
ミ
の
命
（
１
） 

 
 

阿
井
の
地
に
は
、
上
阿
井
に
伊
弉
冊
（
イ
ザ
ナ
ミ
）
の
地
名
が
あ
り
、
イ
ザ
ナ

ミ
の
神
が
、「
ミ
コ
ト
さ
ん
」
と
呼
ば
れ
て
祀
ら
れ
て
い
る
。
更
に
さ
ぐ
れ
ば
、

イ
ザ
ナ
ギ
・
イ
ザ
ナ
ミ
の
二
神
を
祀
る
神
社
や
こ
の
ニ
神
に
ま
つ
わ
る
神
話
伝
説

の
地
か
数
多
く
あ
る
。 

 

さ
て
、
こ
の
二
神
名
の
表
記
は
、
古
事
記
・
日
本
書
記
・
出
雲
国
風
土
記
・
そ

の
他
諸
本
等
の
そ
れ
ぞ
れ
に
は
統
一
さ
れ
て
い
る
も
の
の
漢
字
表
記
が
異
な
っ
て

い
る
の
で
、
以
後
二
神
名
は
「
カ
タ
カ
ナ
」
で
表
記
す

る
。 

 

前
記
伊
弉
冊
の
「
ミ
コ
ト
さ
ん
」
の
他
に
、
鯛
ノ
巣

山
の
中
腹
に
は
「
籠
り
岩
」
と
称
す
る
岩
窟
が
あ
り
、

イ
ザ
ナ
ミ
の
命
が
ご
難
産
の
た
め
、
七
日
七
夜
こ
の
岩

に
こ
も
ら
れ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
内
尾

谷
奥
の
花
の
谷
を
の
ぼ
っ
て
行
く
と
猿
政
山
の
中
腹
に

大
き
な
岩
窟
（
岩
穴
）
が
あ
っ
て
地
元
の
人
達
は
こ
れ

を
、「
穴
観
音
」
と
呼
び
、
黄
泉
（
よ
も
つ
）
平
坂
の
千

引
岩
だ
と
伝
え
て
い
る
。
更
に
八
〇
〇
メ
ー
ト
ル
位
登

っ
た
と
こ
ろ
に
屏
風
岩
と
呼
ば
れ
る
柱
状
節
理
が
広
が
り
、
そ
の
上
下
が
イ
ザ
ナ

ミ
の
命
・
ス
サ
ノ
オ
の
命
の
御
陵
（
お
墓
）
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
又
、
記
録
と
し

て
イ
ザ
ナ
ギ
・
イ
ザ
ナ
ミ
の
二
神
が
川
子
原
を
出
発
し
て
奥
湯
谷
→
鯛
ノ
巣
山
→

小
馬
木
→
大
馬
木
→
吉
田
の
杉
戸
→
呑
谷
奥
に
い
た
る
巡
行
記
録
も
あ
り
、
そ
の

他
点
々
と
二
神
の
神
話
伝
説
が
あ
る
。 

 

次
に
こ
の
二
神
の
祀
ら
れ
て
い
る
神
社
を
見
る
と
、

内
谷
の
鎮
守
神
社
に
イ
ザ
ナ
ミ
の
命
。
上
阿
井
大
原
神

社
の
境
内
社
の
貞
宗
神
社
に
イ
ザ
ナ
ミ
の
命
。
下
阿
井

の
阿
位
八
幡
宮
の
境
内
杜
の
伊
勢
神
社
に
二
神
と
も
、

高
野
町
の
熊
野
権
現
神
社
に
二
神
共
に
…
…
。 

 

以
上
の
事
に
加
え
て
、
広
島
県
民
の
森
の
西
山
の
比

婆
山
に
、
イ
ザ
ナ
ミ
の
命
の
神
陵
（
お
墓
）
伝
説
が
あ

る
こ
と
を
合
わ
せ
考
え
る
と
、
猿
政
山
を
中
心
と
す
る

一
帯
に
イ
ザ
ナ
ギ
・
イ
ザ
ナ
ミ
の
神
の
存
在
が
あ
っ
た

と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。 

出
雪
国
風
土
記
（
七
三
三
）
の
仁
多
郡
の
条
に
は
、「
御
坂
山
（
猿
政
山
）
即

ち
此
の
山
に
神
の
御
門
有
り
。
故
、
御
坂
と
言
う
。
備
後
と
出
雲
の
堺
な
り
。」

と
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
山
に
神
の
御
門
あ
り
と
称
さ
れ
る
は
、
こ
の
山
が
「
神

山
」（
か
み
や
ま
）
と
言
わ
れ
た
で
あ
ろ
う
と
想
像
さ
れ
る
（
加
藤
氏
）
。」
ま
た

「
出
雲
風
土
記
抄
」
に
よ
れ
ば
、
神
の
御
門
は
、
す
な
わ
ち
イ
ザ
ナ
ミ
の
命
の
御

門
（
し
ん
も
ん
）
の
意
で
あ
る
と
し
、
門
脇
氏
は
、
「
御
門
は
神
門
の
事
で
神
国

領
に
入
る
入
り
口
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
神
山
の
御
坂
山
に
登
る
鳥
居
で
あ
り
、

新
市
の
上
市
よ
り
毛
無
川
に
そ
っ
て
比
市
山
（
毛
無
山
）
の
麓
を
通
り
、（
こ
こ

に
比
市
剗
『
関
所
』）
が
あ
る
。
そ
し
て
呑
谷
に
入
る
。
い
わ
ゆ
る
神
国
出
雲
に

入
る
鳥
居
と
も
解
さ
れ
る
。」
と
。 

 
こ
の
事
か
ら
し
て
、
御
坂
山
（
猿
政
山
）
に
は
古
代
よ
り
神
山
と
し
て
数
々
の

神
話
伝
承
・
伝
説
が
残
り
、
国
生
み
（
土
地
・
生
物
・
総
て
の
守
り
神
・
火
な

ど
）
の
神
と
し
て
の
イ
ザ
ナ
ギ
・
イ
ザ
ナ
ミ
の
神
の
山
と
し
て
、
こ
の
地
域
（
高

野
山
も
含
む
）
の
人
々
の
心
の
よ
り
ど
こ
ろ
で
あ
り
、
こ
の
二
神
と
と
も
に
生
き

た
事
が
う
か
が
え
る
。 

穴観音 

柱
状
節
理


